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図や式を用いて自分の考えをかく力を育む算数科の授業づくり 
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【要旨】 

本研究では，算数科に対して苦手意識をもっている児童も図や式を用いて自分の考えを

かくことができるように，かく力を育む算数科の授業づくりを目指した。授業のユニバー

サルデザインの考えを取り入れ，全ての児童が「わかる・できる」を実感できる指導の工

夫と，「共有化」する段階を設けた授業設計を行った。「わかる・できる」を実感できる指

導の工夫や新しい授業設計を生かした授業展開を取り入れたことで，図や式，言葉を用い

て自分の考えをかくことができる児童を育むことができた。 
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１ 研究のねらい 

小学校学習指導要領では，算数科の目標の１つに「（２）日常の事象を数理的に捉え見通

しをもち筋道を立てて考察する力，基礎的・基本的な数量や図形の性質などを見いだし統

合的・発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表したり目

的に応じて柔軟に表したりする力を養う。」（※１）とある。所属校では，そのような力を育

むために，第１学年から系統立てて，かく力，関わり合う力，活用する力の３つの力を大

切にしながら算数科の学習を行っている（図１）。かく力については，問題を自力で解決す

るために思考の過程をかき表そう

とする力と捉え，既習の内容を使っ

て考え，問題に取り組み，自分の考

えを図や式・表などを用いてかくこ

とができるよう指導を行っている。

しかし，所属校の平成 31 年度（令

和元年度）全国学力・学習状況調査の結果を分析したところ，問題を解決するために見通

しをもち，筋道を立てて考え，その考え方や解決方法を説明する等の記述する問題に課題

があった。自分の考えをかき表せられないことは，問題を自力で解決できないことにつな

がり，数学的な表現を用いて説明したり，論理的に考えたりすることも難しいだろう。 

上記の点について，筆者が所属校で実践してきた算数の授業を振り返ると，２つの課題

が挙げられる。 

１つ目は，個人思考の場面で，考えをかくことができない児童に，個別に声をかける等

の支援を行ってきたが，十分に対応できなかったことである。個人思考に入る前には「見

通し」の場面を作っていたが，既習事項を想起できない児童に対する手立ては十分ではな

かったと考える。「見通しをもつ」ことについて，尾崎（2018）は，形式的に「見通し」の

場面を設定するのではなく，「既習の学習を想起し，それと関連付けながら解決方法を考え

ていきます。」（※２）と述べ，このような場面設定の必要性についても言及している。既習

事項の定着度など，児童の実態を把握した上で見通したことや考えたことを共有する必要

があったと考える。 

２つ目は，発表の際には，結論を述べてから説明するように指導してきたが，発表する

人数が限られ，数学的な表現を用いて筋道立てて説明できる児童は少なかったことである。

発表する児童は，かいたことを基に，自信をもって考えたことを説明していた。一部の児

図１ 所属校が示すかく力の学年系統表  
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童だけでなく，全ての児童が自信をもって説明できるように，自身の考えをかき，かいた

ことを説明できるよう工夫する必要があった。 

以上のことから，児童が，自分の考えを数学的な表現を用いてかき表したり，それを説

明したりして自分の考えを明確にすることができるように，研究テーマを図や式を用いて

自分の考えをかく力を育む算数科の授業づくりとし，研究を進めることとした。 

 

２ 研究の方法 

本研究においては，児童一人一人が自分の考えをかける授業にするため，授業のユニバ

ーサルデザインの視点を取り入れる。授業のユニバーサルデザインについて，桂（2011）

は，授業を「焦点化（シンプルに）する」「視覚化（ビジュアルに）する」「共有化（シェ

ア）する」の３つの要件でデザインすることだと述べている（※３）。この考えを取り入れ，

どの児童も「わかる・できる」と感じられる授業づくりを行う。 

（１）全ての児童が「わかる・できる」を実感できる指導の工夫 

ア 児童の実態を把握する 

児童が自らの考えや思いをもち，図や式を用いて思考を整理するために，どの段階で困

っているかを把握した上で，支援の方法について考える。所属校では，１時間の授業を４

つの段階（課題を知る段階，各自考える段階，発表し話し合う段階，まとめる段階）で構

成している。その中のどの段階で困っているかを分析するために，全国学力・学習状況調

査児童質問紙を参考に作成した児童へのアンケート調査や授業参観における筆者の見取り，

担任教員への聞き取りなどの事前調査を行う。また，単元における指導の前に，既習事項

が身に付いているかどうかを知るためにレディネステストを実施し，どのような支援が効

果的かを検討する。 

イ 教科書を活用した支援 

図や式など，考え方が視覚的に記載されている教科書の内容を効果的に用いた指導を行

い，児童の思考の手助けとなるように，改めて教科書分析を行った。教科書には，様々な

マークや思考のヒントになる吹き出しがある。児童が効果的に教科書を使用できるように

するためには，マークの意味や教科書の構成等を教師が理解し，児童と共有したり，授業

中に児童に確認させたりすることが必要である。このようにすることで，問題解決の見通

しを立てる手立てとして活用することができると考える。分析したことを生かし，授業は

教科書の流れに沿って行う。 

ウ 授業を焦点化・視覚化する 

「焦点化（シンプルに）する」とは，ねらいや活動を絞ることである。児童全員が授業

に参加できるように，働かせたい数学的な見方・考え方を明らかにし，それを獲得させる

活動が授業の山場になるように授業を設計し，授業のねらいを焦点化した指導を行う。 

「視覚化（ビジュアルに）する」とは，視覚的な理解を重視した授業にすることである。

児童が共通のイメージをもてるようにするために問題の前に図や絵を提示したり，初めて

の図を学習する際には，教科書に記載されている QR コードを活用し手順を映像化したも

のを見せたりする等，教材を視覚化し，指導する。 

（２）自分の考えをかく力を育むための授業設計 

所属校で実践していた授業の流れに，新たに２つの段階を加え，６つの段階とする（図

２）。 

ア 考えを共有する場面の設定 

授業のユニバーサルデザインの「共有化（シェア）する」の考えを取り入れ，共有する

場面を設定した授業設計を行う。「共有化（シェア）する」とは，一人の考えを他の児童に

分かち伝わるようにすることである。 

新たに加えた２つの段階とは，②課題を確認する段階と⑤考えを再整理する段階である。 

②課題を確認する段階では，課題解決に向けて見通したことを共有する。そうすること

で，全員の学ぶ状態が揃った上で③各自考える段階に移ることができると考える。 
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⑤考えを再整理する段階では，課題解

決したことを共有して，自身の考えを再

整理し，まとめる時間にする。自分の考

えを言語化することで，理解を深めるこ

とができると考える。 

イ 教えて考えさせる場面の設定 

新しい考えについて指導する際には，

教師が説明する場面をつくる必要があ

る。「教えて考えさせる授業」を提唱し

ている市川・植阪（2016）は「科学者や

数学者でさえ，自力発見によってすべて

の知識を得ている人などまずいるもの

ではない」（※４）と述べ，まずは教師が

説明を行うこととしている。説明する際

には，教科書にかかれている図等を活用

したり，具体物や手順を映像化したもの

を提示したりして，教材・教具・説明の

工夫を行う。市川・植阪（2016）は，教

師の説明を聞いた後，「『そのことを知らない人に教えるつもりで説明してみて』と促すこ

とが重視されており（中略）説明がうまくできなければ，子ども自身が理解できていない

ことに気づくことができる」（※５）と述べている。本研究においても，市川・植阪（2016）

の考えを踏まえ，⑤考えを再整理する段階を設けて考えさせることで，知識理解の定着を

図ることができると考える。 

以上，所属校が示す授業の流れに②と⑤の段階を新たに設定することは，数学的な表現

を用いて，事象を簡潔・明瞭・的確に表す上で有効であると考える。 

 

３ 所属校における授業研究 

（１）全ての児童が「わかる・できる」を実感できる指導の工夫 

ア 児童の実態を把握する 

児童の実態を把握するための事前調査を実施

し，調査から分かったこと（表１）を基に，「A の

B 倍を意識させる授業」を構想することとした。

また，初めて学習する図を，次学年以降の学習

につなげるために，１つの単元で十分に理解さ

せたいと考え，全員が同じ図を使って考えるこ

とに焦点を当てることにした。 

これらを踏まえ，授業研究は，所属校の第３

学年１学級を対象に「何倍でしょう」，「計算の

じゅんじょ」の単元において実施した（表２）。 

自分の考えをかくとはこの単元では，図３の

ように，図と式を用いることとする。この図を

用いて考えることで，求めることと立式とがつ

ながり，どのように考えたのかを説明できると

考えた。このように図と式を照らし合わせ，自

分がどのように考えたのかを言語化すること

は，数学的な表現を用いて説明したり，論理的に

考えたりすることにつながると考え指導に当た

った。 

段階 

 

内容 
□＝所属校が示し，筆者が実践してきた項目 

■＝新しく設けた共有化する項目 

①課題を知る 

□課題を提示し，１時間の学習を見通せるようにする。 

□算数広場（前時までの学習の流れを掲示した場所）を活用

し，課題解決の見通しをもてるようにする。 

②課題を 

確認する 

■当事者意識をもって課題を読み取らせ，課題解決

の方法をもてたかどうか確認する。 

  →見通したことを共有させ，共有できたかどうか

確認させ，全員の学ぶ状態を揃える。  

③各自考える 
□かくことにより，自らの思考を整理させるようにする。 

□かいたことを考える手立てとして活用できるようにする。 

④発表し 

話し合う 

□かいたことを根拠にして発表したり友達の意見を聞いた

りして考えを深められるようにする。 

⑤考えを 

再整理する 

■自身の考えを再整理したことを話したり，かいた

りしてまとめさせる。 

  →友達の考えを基に，自分の考えを再整理させ，

数学的な表現を用いて，事象を簡潔・明瞭・的

確に表す時間にする。 

⑥まとめる 

□今日の大発見（まとめ）や算数作文（振り返り）をかくこ

とや確認問題を通し，１時間の学びを振り返られるように

する。 

※教える場面は，必要に応じて取り入れる。 

図２ 所属校が示す授業の流れを基に筆者改訂  

時 学習内容 
１ A は B の何倍かを求める 

２ もとにする量を求める 

３ くらべる量を求める 

４ 
ａ×ｂ×ｃの場面で，順に考えたりまとめて

考えたりして求める 

５ ａ×ｂ×ｃの場面で，まとめて考えて求める 

６ 乗法の結合法則を理解し，計算に用いる 

※啓林館わくわく算数下「何倍でしょう」 

「計算のじゅんじょ」 

表２ 単元計画（全６時間）  
 

表１ 事前調査から分かったこと  
できる 苦手 

･ 乗法について概ね
理解している 

･ 被乗数と乗数の関係を
理解していない（数名） 

･ 立式し，計算する ･ 図や言葉を用いて考え

をかく 

･ 友達の説明を理解

する 

･ 聞いた説明を自分の言

葉で表現する 

 

図３ 本単元におけるゴールイメージ  
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イ 教科書を活用した支援 

教科書には，課題発見につながるヒントが吹き出しに書かれている。その吹き出しの内

容に着目させ，既習内容を想起させることで本時のめあてにつなげることができる。それ

を発問に生かし，活用した。また，図のかき方を定着させるために教科書で示されている

順を生かしたり，教科書で用いられている言葉や図を用いたりして指導した。指導した手

順は，まず図の見方を教え教科書の穴埋めをさせる。次に，かき方を確認しながら図をか

かせる。それ以降は，図を活用することができるように，かいた図を用いて考えさせた。

このように，図の見方を知る，かき方を知る，活用すると順を追って指導した（図４）。 

ウ 授業を焦点化・視覚化する 

授業を焦点化するた

めに，主問題を提示する

際には，１文ずつ区切り

ながら見せることで，児

童が題意を捉えられる

ようにした。また，関係

図を使って考えること

に焦点を当てた。そうす

ることで，全員の学ぶ状

態が揃い，友達の発表を

自分の考えと比べながら聞き，内容を理解できると考えたからである。さらに，児童が発

表する際には黒板を用いて説明するように指導し，児童がどこを見て話を聞けばいいのか

が分かるようにした。 

授業を視覚化するために，単元を通して問

題やめあて，まとめ等のかき方を統一した板

書にした（図５）。めあての下には，課題解決

の方法の予想をかき，その下には考え方をか

いた。また，図と式と言葉をつなげて考えら

れるようにしたり，めあてとまとめを対応で

きるように左右に並べて書いたりした。学習

の足跡では，黒板と色使いを統一し，図のか

き方の手順を掲示することで，児童が学習し

た内容を思い返せるように心掛けた（図６）。 

（２）自分の考えをかく力を育むための授業設計 

新しい２つの段階を授業の流れに加え，授業を設計した３／６時間目の学習指導案を表

３に示す。 

ア 考えを共有する場面の設定 

３／６時間目における２つの段階での授業の実際について述べる。 

②課題を確認する段階は，解決の見通しをもたせるために考えを共有する場とした。図

のかき方や活用方法は第１時から継続して指導したことで，②課題を確認する段階におい

て，関係図の見方やかき方を想起し，どの児童も，関係図をかき表すことができた。また，

見通したことや着目点から見いだした解決の方法をめあての下に記述させ，全体で共有し

た。そうすることで，考えが思いつかない児童の考えをかく際の手立てとなった。「わり算

図４ かき方の指導の手順 

図５ 第３時の板書 

 

一文ずつ提示 

対
応 

つなげる 

図６ 学習の足跡  
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を用いて課題解決しよう」と予想し

た児童がいたが，解くことができな

いと気付き，共有した別の考えを用

いて解こうとしていた。考えを共有

したことで，考えが思いつかなかっ

たり，間違いに気付いたりしたとき

にも，思考を止めることなく考えを

進めることができた。 

⑤考えを再整理する段階におけ

る共有化は，友達から出された考え

を基に自分の考えを再整理して一

般化する場とした。第１時から継続

してペア活動や考えをかく活動を

行い，考えを再整理する時間を設け

たことで，児童がアウトプットする

ことを意識して聞くことができる

と考えたからである。また，聞いた

ことを自分の言葉で表現し，一般化

させることで，児童の理解が深まる

と考えたからである。 

そこで，「知らない人に伝えるつ

もりで，かけ算になる理由を書きま

しょう」と発問し，友達の発言を受けて

考えたことや分かったことをノートに

かかせることにした。図７は，立式した

理由を関係図を基に説明している児童

のノートである。⑤考えを再整理する

段階を設けることで，児童が，自身の学

びを確認することができた。 

イ 教えて考えさせる場面の設定 

単元終了時に確実に図をかけるようにするために，教師が教える場面は，単元の前半に

設定した。第１時や第２時で意味理解を重視し，図のかき方の丁寧な説明を行うことで，

児童が図をかくことができると考えた。第３時では図のかき方の確認に止め，教師が教え

る場面を設定せず，既習事項との共通点を想起させる発問を通して，関係図を使った課題

解決の見通しをもたせた。③各自考える段階で，第１時や第２時で学んだ関係図の見方を

用いたり，見通したことや共有した考えを基にしたりして関係図を見て立式することがで

きた。⑤考えを再整理する段階で，友達の発表と自分の考えとを比べて考えを再整理し，

ノートに記述することができた。 

 

４ 成果と課題 

研究の成果と課題を明らかにす

るために児童対象に実施した事前

事後アンケート調査（表４）と事後

の聞き取り調査の結果，毎時間の

児童の学習ノート及び自己評価

（注１），発話記録の分析を行った。

アンケートについては４件法（注

２）で行い，結果を割合で示した。 

表４ 事前事後アンケート調査の質問項目 
１．算数の勉強は好きですか 

２．算数の勉強は大切だと思いますか 

３．算数の授業の内容はよく分かりますか 

４．算数の問題の解き方が分からないときは，あきらめずにいろいろな方法を考えますか 

５．算数の授業で問題を解くとき，もっと簡単に解く方法がないか考えますか 

６．算数の授業で問題の解き方や考え方が分かるようにノートにかいていますか 

７．算数の授業で新しい問題に出合ったとき，それを解いてみたいと思いますか 

８．算数の授業で一人で考えているとき，迷わずに考えをかくことができますか 

９．算数の授業で発表するときに，図や式を使って自分の考えを説明することができますか 

10．算数の授業で発表している友達の説明が分かりますか 

11．算数の授業で友達の発表を聞いて，もう一度同じように話せますか 

12．算数の授業が終わったとき，問題はとけるようになりますか 

 

図７ 児童のノート（第３時） 

学習段階 
○学習内容 

・予想される児童の反応 
・研究のポイント 

※評価規準 
①  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②  
 
 
 
 
 
 
 
 
③  
 
 
 
 
 
④  
 
 
⑤  
 
 
 
⑥まとめる 
 
 
 
 

ロールケーキがあります。 
 ３cm ずつ切ると，切ったケーキはち
ょうど５個できました。 
 はじめのケーキの長さは何 cm でした
か。 
 図にかいて考えましょう。 
 
 関係図にかいて，はじめのケーキの長
さを考えよう。 
 
○分かっていることを，関係図にかき込

む。 
 
 
 
 
○課題解決の方法を予想してノートに

記述する。 
 
○見通したことを基に考える。 
〈予想される子供の考え〉 
・関係図  
・式  
・言葉  
 
○考えたことを発表する。 
 
 
・全部の数を考えるには，かけ算で考え

るといいです。かけ算になるわけは，
□cm は３の５倍だからです。 

 
・全部の数はかけ算を使って求める。 
・関係図をかくと，かけ算で求めるか，

わり算で求めるかが分かりやすい。 
 
○確認問題を解く。 
○振り返りをする。 

・問題を区切りながら提示した
り，挿絵を用いたりして場面を
イメージさせる。（視覚化） 

・問題を見て気付いたことを出
し合わせることで解決の見通
しをもたせる。（共有化） 

 
 
 
 
・関係図のかき方を確認し，かか
せる。（教える） 

・関係図を見て，着眼点（はじめ
のケーキの長さ）を意識させ
る。（焦点化） 

 
・課題解決の方法をもてたかど
うか確認する。（共有化） 

 
・考えが思いつかない場合は，教
科書の挿絵や吹き出しを見て
考えてもよいことを伝える。
（教科書の活用） 

 
 
・児童の発言を全体に問い返し，
友達の考えを理解させる。（共
有化） 

・友達の発言を受けて考えたこ
とや分かったことをノートに
かかせる。（共有化） 

 
 
 
 
 
※【思】数量の倍関係の問題を解
くのに，関係図をつかって考え
たり説明したりしている。 

表３ 学習指導案（３／６時間目） 
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（１）全ての児童が「わかる・できる」を実感できる指導の工夫 

ア 児童の実態を把握する 

児童は,単元を通して，授業の終わり

の自己評価で，「よくできた」または,

「できた」のどちらかを選択していた。

それは，実態把握したことを生かし，既

習事項を復習で取り入れたり A の B 倍

を意識させたりしながら授業を行った

結果だと考える。自分の考えを式での

み表現していた児童も，図を用いて考

えられるようになった（図８）。 

イ 教科書を活用した支援 

児童が，問題把握や図をかく場面，確

認問題等に取り組む際に，ヒントにな

る考えはないかと教科書を活用する回

数が増えたことが見て取れた（図９）。教

科書に沿った授業を行ったことで，つ

まずいたり分からなかったりしたとき

に，どこに戻れば良いか分かっていた。

主体的に教科書を使いながら学びに向

かえるようになったと考えられる。ま

た，本単元以降も関係図を活用するこ

とを教師が意識し，順を追って指導に

当たったことで，児童は図のかき方に

習熟し，立式の手立てとして図を活用

することができた。 

ウ 授業を焦点化・視覚化する 

単元を通して関係図に焦点を当てた

ことで，多くの児童は，同じ図を使って

考えた友達の発表を自分の考えと同じ

かどうかと比べて聞くことができた

（図 10）。考えが違うときには，聞き手

が自分の考えとどう違うのか伝えた

り，違うと言われて発表者が自分の間

違いに気付いたりすることもあった。

また，⑤考えを再整理する段階で，関係

図を指し示しながら説明する等，図を

理解した上で活用することができた。 

図のかき方の手順の映像を見せた

り，手順を教室に掲示したりしたこと

で，どの児童も手順に沿って図をかく

ことができた。また，毎時間統一した板

書にしたことで，図と式と言葉の関係

が分かっていた。さらに，黒板にかかれ

ていることだけで無く，自分の考えと

友達の考えの相違点をかき加え，見返したときに分かるようにノートにかく児童が増えた

（図 11）。それは，アンケート項目６に肯定的に回答した児童が，事前調査では 67％だった

ものが，授業実施後には 83％になったことからも読み取れる（図 12）。 

図 10 発表を聞いている姿 

図８ 児童のノート（第５時） 

図 12 アンケート項目６ 

図９ 教科書を活用する姿 

ｎ＝18 

図 11 板書とノート 
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これらのことから，多くの児童が図と式と言葉を用いて自分の考えをかくことができる

ようになった。また，焦点化や視覚化をすることで理解が深まり，まとめる段階で１時間

の学びを振り返ることができるようになったと考える。 

しかし，図 12 のアンケート項目６において，「考えが分かるようにノートにかいていな

い」と回答していた児童が 17％いた。そこで，これら児童のノートを確認したところ，記

述した内容については，おおむね目標を達成したとみなすことのできるものであった。そ

のため児童には，考えを表現することのよさを実感させるような指導をするべきであり，

児童が自身の考えをかいたノートに対して，積極的に評価する必要がある。 

（２）自分の考えをかく力を育むための授業設計 

ア 考えを共有する場面の設定 

②課題を確認する段階で，見通したことや解決の方法を全体で共有したことで，③各自

考える段階で関係図にかき表し，問われていることは何かと考えていた。また，自分の解

決方法が違った際には，共有した友達の考えを参考にして考えていた。 

⑤考えを再整理する段階で，友達の

説明を真似て説明することができるよ

うになった。それは，アンケート項目 11

（図 13）や，聞き取り調査の「友達の真

似ができた」，「関係図を指さしながら

（説明）できた」等の回答から読み取る

ことができる。 

上記のように，自分の考えを関係図

にかき表したり，それを用いて説明したりすることで，自分の考えを明確にすることがで

きるようになった児童が増えた。 

一方，聞き取り調査の回答から考えを再整理することが難しいと思っている児童が 27％

いた。⑤考えを再整理する段階で行ったペア活動について「自分の言葉で言うのは難しい」

や，「練習すれば（説明）できそう」という回答があった。説明が苦手な児童は，理解した

ことを自分の言葉で話すことに難しさを感じていたようである。考えを再整理し，自分の

言葉で話したり，ノートにまとめたりするために児童の実態に応じて説明の型や考えのか

き方の手順を視覚化する必要があったのではないかと考える。 

イ 教えて考えさせる場面の設定 

教師が十分に教える場面をつくり，児童が学んだことを考え，そして振り返る活動を設

定したことで，児童は発信することを意識して教師の説明や友達の発表を聞くことができ

ていた。そのため，多くの児童は立式した理由をかくことができるようになった。また，

単元評価テストでは，児童全員が問題場面を関係図にかき表すことができ，図の見方が分

かったことにより，図を立式の手立てとして活用することもできた。今後につながる，関

係図を使った学習の土台を作ることができたと考える。 

 

５ 今後に向けて 

本研究では，全ての児童が「わかる・できる」を実感できる指導の工夫や自分の考えを

かく力を育むための授業設計を行ったことで，多くの児童が新しく学んだ図を活用するこ

とができた。また，算数科に対して苦手意識をもっている児童も図や式を用いて自分の考

えをかくことができるようになった。 

児童は，６年間で様々な図を学習する。学習課題によってどの図を使って解決すれば良

いのか児童が取捨選択できるように，初出の際には正確に指導しなければならない。その

ためには，６年間を見通し，系統的に指導する必要がある。 

さらに，本研究で取り入れた新しい段階を加えた授業設計を引き続き実践し，どの児童

も数学的な表現を用いて考えを表すことができるように指導していきたい。 

 

図 13 アンケート項目 11 
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＜注釈＞ 

注１ 自己評価については，「よくできた」「できた」「分からなかった」の３段階とした。 

注２ 選択肢については,「A そう思う」，「B どちらかと言えばそう思う」，「C どちらかと言えばそう思

わない」，「D 思わない」とした。 
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